
令和８年度 第 1回 篠原小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

１ 開 催 日 時  令和８年５月２０日（水）１０時００分～１１時３０分 

２ 開 催 場 所  篠原小学校 会議室 

３ 出 席 委 員  鈴木 直樹、脇本 和義、森下 晃司、辻村 栄子、石津 正貴、 

佐野 みなみ、榊原 貴之、寺田 紗美 

４ 欠 席 委 員  山本 学 

５ オブザーバー  長谷川 光洋（篠原協働センター） 

６ 学    校  今田 徹（校長）、藤井 早苗（教頭）、林 裕一（主幹） 

藤田 佐恵子（ＣＳ担当教職員）、中島 和美（ＣＳディレクター） 

７ 教育委員会  横井靖二（浜松市教育委員会 学校・地域連携課） 

８ 傍 聴 者  なし 

９ 会議録作成者  ＣＳディレクター 中島 和美 

10 議長の選出 

司会の教頭から、議長の選出について委員に意見を求めたところ、協議の中で年間を通して会

長を議長に推挙する旨の発言があり、全員異議なくこれを承認した。 

11 協 議 事 項 

  （１）学校運営の基本方針について 

  （２）浜松市立篠原小学校いじめ防止基本方針について 

  （３）学校運営協議会の自己目標の決定 

  （４）夢育やらまいか事業に対する意見書について 

12 会 議 記 録 

  司会から、委員総数９人のうち８人の出席があり、過半数に達しているため、会議が成立して

いる旨の報告があった。 

（１）学校運営の基本方針について 

（２）浜松市立篠原小学校いじめ防止基本方針について 

   議長の指示により、校長から、別紙資料に基づき学校運営基本方針、いじめ防止基本方

針について説明があり、委員からは以下の発言があった。 

・学校教育目標のキーワードの「やってみよう」、「ありがとう」が、分かりやすくて

子供もなじみやすくて良い。 

・「ぐんぐんスポーツ大会」の３部制での開催については、子供や保護者の熱中症予防

にもなり、小規模にすることで子供が作り上げている様子が見られて良いと思う。（佐

野委員） 

・「ぐんスポ」の半日開催は、小さな子を連れていても参観しやすく、仕事の都合もつ

けやすくてありがたい。野外活動については、上の兄弟の時より活動が縮小されてし

まうのは寂しさもある。（寺田委員） 

・野外活動について、施設や学校でも熊対策をしていることが分かった。今後の動向に

も気を付けつつ活動すれば良いと思う。（榊原委員） 

・教員も「やってみよう」「ありがとう」を意識して行動することで、子供の手本にも

なり、学校全体で教育目標に向かうことができると思う。（石津委員） 



・「自他のよさを大切にする」ことは幼稚園や保育園でも教えているので、小学校でも

継続して指導することで身に付けて、大人になっても自他を大切にしてほしい。（辻

村委員） 

・子供たちは大きな声で挨拶をしてくれたり、自分から話しかけてくれたりする等、他

者と関わる力が育まれていると感じる。（森下委員） 

・教育とは子供を自立させることが目標だと思う。キーワードでもある「やってみる」

ことで年齢なりの自立や主体性が培われるので、学校だけでなく家庭でも「やってみ

る」ことを大切にしてほしい。また、「ぐんスポ」の開催についても、時代の変化に

合わせて３部制で「やってみる」ことで良いのではないか。（脇本委員） 

・「ぐんスポ」については他学年と交流することで高学年がリーターシップを発揮する

機会になり、低学年にとっても今後の良い目標になるのではないか。小規模開催にす

ることで観覧マナーも守られると思う。（直樹委員） 

・いじめはどこでも起きるものだという認識をすべての教員が持ち、アンテナを高くす

るとともに、地域の方や保護者の方からも情報を伝えてもらい、早めの察知、対応を

することで重大事案になる前に解決できると良い。（直樹委員） 

・学校目標のキーワードの「ありがとう」を意識することでいじめは起きにくくなるの

ではないか。（石津委員） 

     ・集団生活の中でけんかやトラブルは起きるものなので、すべてをいじめとして捉える

のではなく、対応の仕方を学んで成長のきっかけにする指導も大切だと思う。（脇本

委員） 

（３） 学校運営協議会の自己目標の決定 

議長の指示により、教頭より昨年度の自己評価表の確認を行い、以下の２点を今年度

の目標とすることを決定した。 

〇委員と教職員との交流の場を意図的に設定し、互いの理解を深める。 

〇保護者・地域・学校間（幼保こ小中）に学校の様子や学校支援活動について情報を発

信したり、保護者や地域からの声を収集したりしてよりよい活動に活かす。 

  （４）夢育やらまいか事業に対する意見書について 

     議長の指示により、教頭から、夢はぐやらまいか事業について、クラブ活動の際に外部

講師を招く、職業講話の時間を設ける、学習ボランティアをお願いする等、子供がさまざ

まな人と交流する機会を設け、充実した活動に取り組む旨の説明があった。 

    （１）（２）（３）（４）について協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

 その他報告事項等 

・石津委員より、今年度は、活動の内容や活動の様子について地域の方や保護者に広く周知す

ることを課題とする旨の説明があった。 

・教頭より、ぐんぐんスポーツ大会についての説明があった。 

  ・司会から、次回会議は、令和８年７月１日（水）午前１０時００分から会議室で開催する旨

の報告があった。 

・篠原協働センターの長谷川氏より、今年度、協働センターを利用して地域の世代間交流がで

きるイベントを開催したい旨の説明があった。 


